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科学シンポジューム・「システム構築による重要課題の解決に向けて 」 



複雑化する社会システム 

安全 

排気ｶﾞｽ
規制 

信頼性 

ｴﾈﾙｷﾞｰ供給ｼｽﾃﾑ 

物流ｼｽﾃﾑ 

交通ｼｽﾃﾑ 

都市構造 
防災 

効率性 

迅速性 

安定性 

快適性 

経済性 

利便性 

：ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ ：相互作用 ：拡張要求 ：変化の方向 

変化する異種なｼｽﾃﾑが階層的に連携 → 複雑な振る舞い 

あらゆるものが繋がる複雑なﾈｯﾄﾜｰｸ   → 予測困難 

長期に渡る最適化が重要                      → 長期管理 



エンジン制御の構造 

安全 

高品質 

確実 

低燃費 

OBD, etc 

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ制御 

空気量推定、ｱｲﾄﾞﾙ制御、 

ｽﾛｯﾄﾙ制御、点火制御、etc. 

排気ｶﾞｽ浄化制御 
法規 

快適 

製品開発は社会ｼｽﾃﾑと同様な構造を持ち、世代を超えた 

  開発管理が重要 → 複雑ｼｽﾃﾑの制御/管理/維持の重要性 
 

社会ｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸとの連携で、付加価値を生み出す時代 

                                  → ｼｽﾃﾑの競争 



管理体系の変革 

全体を知る人間がいなくても、 

 上手く機能する仕組みが必要！ 
 

例：  
対象の時系列的な振舞いを知れば、
その予測を共有し、より的確な施策を
考えられるだろう。 
 

     ←振舞いﾓﾃﾞﾙの利用  
（例：地球環境ﾓﾃﾞﾙ、経済ﾓﾃﾞﾙなど） 

トップ 

中間管理者 

一般 

果たして、左図のような体制で  

  複雑なシステムを開発/管理/ 

    維持できるだろうか？ 

蜂や蟻では、ちょっと寂しい！ 



これまでとの本質的違いは？ 

今後は、複雑な振舞いが顕在化（例：交通渋滞やｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

   ｳｨﾙｽの出現など←予測困難・対応が難しい事象が出現）するｼｽ 

  ﾃﾑを制御/管理/維持することが必要！ 

従来の製品開発では、対象が簡単な振舞いをするよう 

  に調整できた。 

（内閣府/日本学術振興会 最先端研究開発支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ: 

  複雑系数理ﾓﾃﾞﾙ学の基礎理論構築とその分野横断的科学技術応用を参照） 

これからは！ 

予測
計画
制御

センサNW

道路網人間輸送NW

エネルギNW

新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ伝播解析 



システム科学に期待すること！ 

1. 複雑化に対処する方法 

① 個々の知恵を集団の知恵として、必要に応じて素
早く利用できること。 

② 変化し続ける複雑なｼｽﾃﾑを長期に渡り制御/管理/
維持すること。 
 

2. 過度な要素還元主義からの脱却 → Holism(?)の強化 
 

3. 複雑化に対処するﾂｰﾙ開発と標準化 
 

4. 複雑化に対処できる人材の育成 
 

 
5. ｼｽﾃﾑ科学の啓蒙 

「誰も全体を知らない・全てが繋がっている・複雑な振舞いをする
ｼｽﾃﾑ」を制御/管理/維持する方法を構築し、展開すること！ 


